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message

　会員の皆様には日頃より当協会の活動にご協力いただき厚く
御礼申し上げます。この度、令和元年 5 月 11 日の理事会およ
び社員総会におきまして当協会の会長に就任いたしました。
　前会長である斉藤正身先生は、当協会の前身である全国老人
デイ・ケア連絡協議会のころより 22 年の長きに亘り当協会の
発展にご尽力されてきました。斉藤先生には引き続き名誉会長
として当協会の活動にご協力いただきますが、新会長として斉
藤先生が築いてこられた当協会の歴史と業績をしっかりと継続
し、通所系サービスのさらなる発展に向けて、微力ながら尽力
させていただく所存です。
　在宅生活期のリハビリテーションは機能だけでなく“活動と
参加”が求められています。活動と参加を単なるキャッチフレー
ズにしないためにも、当協会として医学的根拠に基づいた技術、
システム、そしてチーム構築をどのように実践すべきかについ
て、会員の皆様とともに研鑽し、発信していきたいと存じます。
　その意味でも去る 7 月に開催されました、第 40 回全国デイ・
ケア研究大会 in 宮崎大会では、多くの発表において“活動と参
加”がキーワードとして取り上げられ、会員の方々の意識の高
さを実感する機会となりました。石川智信先生をはじめ、大会
事務局、宮崎県老人デイケア連絡協議会の皆様に、心より感謝
申し上げます。
　一方、デイケアはリハビリテーションだけでなく、重度者お
よび医学的管理を必要とする方々が在宅生活を継続するための
支援も求められています。デイサービスでは対応が難しい部分
を整理したうえで、デイケアとデイサービスの協働を行い、お
互いの価値を高めていきたいと考えています。
　さらに、地域包括ケアそして地域リハビリテーションにおい
ても通所系サービスの存在は重要です。障害のある方々とその
家族が、住み慣れたところで、一生安全に、その人らしくいき
いきとした生活ができるよう、通所系サービスのスタッフが、
地域住民、そして行政 ・医療・福祉・介護と協力し合って、地
域を構築する一翼を担えるように、活動の幅を広げていきたい
と思います。
　最後になりますが、会員の皆様にご指導、ご鞭撻をいただき
ながら、精力的な活動に取り組んでまいる所存です。今後とも
ご支援ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

平成とともに育んだ全国デイ・ケア協会。令和とともに歩み続ける。

　このたび全国デイ・ケア協会の会長を退任させていただくこと
になりました。思い起こせば、平成６年に前身の全国老人デイ・
ケア連絡協議会が発足し、初代会長である故矢内伸夫先生の後を
継ぎ、私が会長をお受けしたのは平成９年です。その当時は、海
外のデイケアだけでなく高齢者ケアを見て回る中で、デイケアの
役割が国際的には非常にしっかりしていて、デイケア中心でまわっ
ていると言っても過言ではないくらいの状況で、日本でもデイケ
アがそういう存在になるように頑張ろうと思ったことを思い出し
ます。
　しかし、そう思ったのも束の間、介護保険制度が始まりました。
医療として提供してきたデイケア、それは単にリハビリテーショ
ンではなくて、多機能で多目的であることがデイケアの一番素晴
らしいところだと思っていましたから、それが通所リハビリテー
ションということに限定されてしまったことに非常に戸惑いを持
ちました。以来、厚生労働省の委員になったり研究班に入れてい
ただいたり、そういう活動を繰り返しながら、デイケアの必要性
を訴え続けてきました。
　平成 13 年には高齢者リハビリテーション研究会の委員になり、
そこでもデイケアの役割を述べ続けてきたのですが、思うように
いかないことも多々あり、会長として皆さんを代表してやっていっ
てよいのか随分悩む時もありました。その都度、目の前にいる利
用者のために何ができるかという原点に戻って努めてまいりまし
た。
　一番の思い出は、一昨年の平成 29 年９月、デイケアはもう短時
間だけでいい、長い時間のデイケアはいらないということがほぼ
国で決まっていた段階で、社会保障審議会介護給付費分科会のヒ
アリングに呼ばれて、そこで会員の皆さんのデータ、エビデンス
をもって、なぜ長い時間のデイケアが必要なのかということを訴
えました。その甲斐あってか、介護報酬改定では長い時間のデイ
ケア、従来型デイケアも存続させることができました。
　私はこの時点で会長としての役割を全うできたかなと思うに至
り、私がもっとも信頼し、一昨年のヒアリングにも同席していた
だいた近藤国嗣先生に引き受けていただくことにしました。
　ここにいたるまでに様々な方々のご理解とご協力があって今が
ある、と本当に感謝していますし、先達の意志を受け継ぐ活動の
大切さを痛感しています。デイケアに対する想いは会長を辞めて
も変わることはありません。今後は名誉会長として協会、近藤会
長を底支えするような役割を担っていければと思っています。地
域包括ケアにおけるデイケアの役割は大きい。それはなんといっ
ても、単にリハビリテーション、レスパイトだけを考えるのでは
ない、多機能、多目的であること、そして多職種で関わるのがデ
イケアの良さだということをぜひ皆さん忘れないでほしい。
　皆さん、本当にありがとうございました。

平
成

令
和

斉藤正身JADC 名誉会長
医療法人真正会理事長

近藤 国嗣 JADC 会長
東京湾岸リハビリテーション病院 院長
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ToPiCsToPiCs
JADC 人事
JADC 令和元年→令和２年度 新役員改選承認について。
令和元年という節目の年、JADC 役員改選が行われ以下のような陣容となりました。一致団結してより良い協会を
つくり、会員の皆さまのニーズにお応えできるよう尽力します。今後ともよろしくお願いいたします。

JADC 委員会
委員会も刷新。より活発に、連帯感強固に。
　当協会では委員会活動も盛んに展開してきました。このほ
ど委員会活動を見直し、より効率的で効果的に活動できるよ
う、研修認定委員会、調査委員会、広報委員会の３委員会
となりました。メンバーも増強され新しい時代に臨みます。
担当理事および委員長は以下のとおりとなっています。右は
委員会活動のご紹介です。

厚生労働省
“介護サービスの質の向上に向けた業務改善の手引き”について。
昨年度当会では、厚生労働省事業として生産性向上に資するガイドライン作成に協力し、
「介護サービスの質の向上に向けた業務改善の手引き」 が完成しましたのでご紹介いたします。

◆事業・ガイドラインの概要
　我が国は近い将来、高齢化社会のピークを迎え、介護ニー
ズの急増と多様化に対応する必要がある一方、介護人材の
不足といった課題にも直面します。このような状況下にお
いても、介護の質を確保し、向上させていくことが介護の
現場では必要です。そこで、厚生労働省においては、実際
に介護分野における生産性向上を目指し、業務改善に取り
組む介護事業者を支援するため、業務改善のガイドライン

（「介護サービスの質の向上に向けた業務改善の手引き」＝
業務改善のための具体的手法訪問看護公益社団法人川崎市看護協会 

（訪問看護ステーション井田・かわさき訪問看護ステーション）・計 4名のオンコール担当者であったところ、2名のみに。職員の

業務時間の短縮と心理的負担、オンコール手当に係る経費が削減。

・運用が安定した場合は、地域全体の効率的な 24時間オンコー

ル対応が可能になると考えられた。

タブレット端末導入による情報共有と

夜間オンコールの法人内事業所間連携対応による

負担軽減・効率化

看護小規模多機能型居宅介護
株式会社リープ看護小規模多機能型居宅介護わいは・遠隔での情報共有が可能となり、心身への負担が軽減軽減され

るだけでなく、安全性やプライバシーがより保持され質の高い

円滑なサービスが可能に。
・非専従の看護職員でも容易に利用者の情報やニーズをつかみ、

ニーズやケア目標に対して適切な時間・頻度でサービスを提供。

担当チーム制の導入・インカム導入により 

利用者に応じた個別ケアの実現を目指す

訪問リハビリテーション
医療法人博仁会 志村大宮病院

・重複項目の入力がなくなることでのストレス軽減や入力漏れ、

間違いの減少が期待。
・月末の労働時間について、管理者を除く職員は 1人当たり約 1

時間減少、管理者はデータ入力時間等の削減で 30分減少。

利用者の各種情報等の様式と 

活動報告の業務フローの見直しにより 

職員の負荷軽減を目指す

通所リハビリテーション
医療法人鴻池会 介護老人保健施設鴻池荘 

通所リハビリテーションセンター

・ケアの現場で必要な情報を必要な職員に伝えられるようになり、

他職種間での情報共有が促進され、迅速な対応が可能に。

・今後はさらに、記録・蓄積した情報をケアの質向上に生かすこ

とを目指している。

インカム導入による入浴サービスの効率化及び

リハビリテーション専門職との情報共有の促進・ 

記録作成を実現

介護老人保健施設
社会医療法人慈薫会 介護老人保健施設大阪緑ヶ丘

・記録方法の見直しについては、職員の今後の継続意向が 3割程

度に達した。転記時間の短縮化や利用者への直接介護の時間の

増加といった効果があった。

・日常業務を見直す契機となったとの効果も得られた。

看護職員と介護職員が連携して記録方法を見直し、

組織全体で継続的に改善活動ができる 

仕組みづくりに挑戦

テーマ：介護サービスの質の向上に向けた業務改善の手引きについて
株式会社三菱総合研究所 ヘルスケア・ウェルネス事業本部　川邊 万希子・斉藤 卓也

以下、手引き）を作成しました。本事業で作成した手引き
がこの後、事業者団体を通じて、多くの通所リハビリテー
ション事業所に届き、介護サービスの質の底上げにつなが
ることを期待します。
　通所リハビリテーションの業務上の特徴として、多職種
の連携・情報共有が求められること、利用者の自宅での状
況を把握しにくく、サービス提供時に状態を把握・記録す
るための書類が多くなることなどが挙げられます。
URL→ https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00013.html

研修認定委員会
　この度、研修認定委員会委員長を拝命
いたしました澤潟昌樹（おもだかまさき）
と申します。昨年度まで当協会調査委員
会の委員として活動させていただきまし
た。私の所属する施設では通所リハビリ
テーションは１−２時間、３−４時間、
６−７時間の３コースを展開しており、

日々利用者の方々の生活を支援しつつ、「その人らしい暮
らし」 とは何かを職員と共に考えながら業務に励んでお
ります。
　さて、この度研修運営委員会は“研修認定委員会”と
名称を改め、新たにスタートを切ることになりました。
今まで研修運営委員会として開催してきた通所リハビリ
テーションマネジメント研修会、生活行為向上リハ研修
会、通所リハビリテーション計画立案・実践研修会、様
態別プログラム研修会等の研修計画を踏襲しつつ、協会
既存の認定管理者制度と関連付け、体制を構築していく
ことになりました。医学的根拠に基づいた技術、システム、
チームの構築をどのように実践するか、そして重度障害・
医療的管理を必要とする利用者をどう支えることができ
るのか、協会員の皆様のニーズに応えうる内容となるよ
う委員一同で活動してまいります。引き続き協会活動へ
のご協力をお願いいたします。

調査委員会

染谷和久委員長

　みなさん。介護報酬はどのように決ま
るかご存知でしょうか？ 介護報酬の内容
は、厚生労働省が実施する介護給付費分
科会という審議会の中で、議論されてい
ます。この審議会には、多くのデータが
提示され、エビデンスに基づいた意思決
定がなされるのです。平成 27 年度や平成

30 年度の改定に向けた議論では、本会が実施した調査の
データも資料として提示され、改定の内容に大きく寄与
しました。このように、調査委員会では、「調査」 という
ツールを用いて現場の声を集約し、厚生労働省へ届ける
役割を担っています。
　一方で、ただ言いたいことを伝えても効果はありませ
ん。社会保障制度に関する国の方向性など社会動向を常
に先読みし、より効果的な提案が行えるように努めてい
ます。調査委員会では、国民にとってよりよいデイケア
となるよう、現場の想いと国の方向性とを勘案しつつ、
調査の設計からデータの分析・解析まで行っています。
　また、調査によって得られた情報は、事業所の効果的・
効率的な運営につながるよう、調査報告書や研修会等を
通じて、会員のみなさまへお伝えしています。
　最後に、会員の皆様におかれましては、ご多忙とは思
いますが今後とも調査等へのご協力をよろしくお願いい
たします。併せて、調査に対するご意見などもお待ちし
ております。

広報委員会

加藤 誠委員長

　医療や介護といった生活に深く関わる制
度が目まぐるしく変わるなか、当協会の活
動も、その実状に合せた研修の開催、調査
研究、各関係団体との連携を推し進めてお
ります。また、改めて 「地域で生活する」
という事を問うた時に、専門職に何ができ

るのか具体的に求められているとも言えます。
　そんな中、種々多様な情報が発信され、時に難しく解り
にくいこともあります。私たち広報委員会は、あふれる情
報をできるだけわかりやすくしながら定期的に発信し、よ
り多くの方々に興味を持ってもらうことが役割だと考え
ています。沢山の選択肢がある中で、通所リハビリをはじ
めとした通所系サービスに有益であると思われる情報を、
協会の企画や取り組みを通じて皆さんにお届けしていき
ます。
　会員の方々はもちろん、非会員の方々の今後の地域での
活動に寄与できるよう、一人でも多くの仲間が増えるこ
とを願いながら、ひとつの大きな力になるようデイケア
ニュースの定期発行、ホームページの充実を通じ情報発信
してまいります。
　今後とも当協会の活動にご注目ください。

委員会便り委員会便り
One Piece for AllOne Piece for All

All for One PieceAll for One Piece
One Piece for All

All for One Piece

研修認定委員会
担当理事 岡野 英樹（医療法人真正会）
委員長 澤潟 昌樹（在宅総合ケアセンター元浅草）

調査委員会
担当理事 森山 雅志（小倉リハビリテーション病院）
委員長 染谷 和久（霞ヶ関南病院）

広報委員会
担当理事 多良 淳二（介護老人保健施設 イマジン）
委員長 加藤 誠（介護老人保健施設 せんだんの丘）

協 会 役 職 氏 名 所 属 施 設
会 長 斉藤 正身 霞ヶ関南病院
副会長 青木 佳之 青木内科小児科医院
理 事 井上 崇 介護老人保健施設 伸寿苑
理 事 児玉 博行 介護老人保健施設 博寿苑
理 事 平川 晃 クリニックほほえみ呉
理 事 本間 達也 全国老人保健施設協会
理 事 渡邉 要一 永生病院
理 事 明円 薫 札幌西円山病院

協 会 役 職 氏 名 所 属 施 設 名
名誉会長 斉藤 正身 霞ヶ関南病院

協 会 役 職 氏 名 所 属 施 設 名
顧 問 若月 健一 前 佐久総合病院介護老人保健施設
顧 問 浜村 明徳 小倉リハビリテーション病院
顧 問 長谷川 幹 三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック

協 会 役 職 氏 名 所 属 施 設 名
会 長 近藤 国嗣 東京湾岸リハビリテーション病院
副会長 石川 智信 いしかわ内科
副会長 土井 勝幸 介護老人保健施設 せんだんの丘
理 事 池端 幸彦 池端病院
理 事 江澤 和彦 介護老人保健施設 ぺあれんと
理 事 岡野 英樹 霞ヶ関在宅リハビリテーションセンター
理 事 平井 政規 介護老人保健施設 鴻池荘
理 事 富家 隆樹 富家病院
理 事 野尻 晋一 介護老人保健施設 清雅苑
理 事 多良 淳二 介護老人保健施設 イマジン
理 事 筒井 祐智 株式会社早稲田エルダリーヘルス事業団
理 事 橋本 茂樹 札幌渓仁会リハビリテーション病院
理 事 福嶋 啓祐 福嶋医院
理 事 三根 浩一郎 全国老人保健施設協会
理 事 森山 雅志 小倉リハビリテーション病院
監 事 岡田 温 善常会リハビリテーション病院
監事 金森 毅繁 筑波記念病院
新 任 重 任

■ 令和元年度 ･ 令和２年度役員体制 ■ 協会役員退任者

■介護老人保健施設鴻池荘通所リハビリテーション
　「当事業所では、介護職員の情報共有と記録に充てられる時間が少
なく、介護職員間および多職種間のさらなる情報共有と必要時の記
録の記載が必要であると考えられました。インカムを導入すること
で、まずは入浴サービス時の情報共有から取り組み、現場ニーズに
即応すること、体調の変化を特記事項として記録することから開始
しました。結果、ケアの現場で必要な情報を必要な職員に伝えられ
るようになり、多職種での情報共有が促進され、迅速な対応が可能
になりました」

厚生労働省老健局 「介護サービスの質の向上に向けた業務改善の手引き」 より

澤潟昌樹委員長

人材育成・チームケアの質の向上・情報共有の効率化に役立つツール

掲載はこちら！厚生労働省ウェブサイトより閲覧できます。

介護サービスの質の向上に向けた

業務改善の手引きが完成！

https://www.mhlw.go.jp/stf/

shingi2/0000198094_00013.html

介護  生産性向上

ダウンロードも可能！

ダウンロードも可能！

サービスの質の向上を念頭に置いた業務改善の実施の流れ

裏面にて、業務改善のための具体的事例の一部をご紹介！

・社会医療法人敬和会（大分豊寿苑訪問看護ステーション） 

株式会社ライフリー（訪問看護ステーション楽）

・公益社団法人川崎市看護協会

（訪問看護ステーション井田・かわさき訪問看護ステーション）

・有限会社サカコーポレーション

看護小規模多機能センター川内

・株式会社リープ看護小規模多機能型居宅介護わいは

・公益社団法人香川県看護協会 看護小規模多機能型

居宅介護在宅ケアステーションみちしるべ

・医療法人社団輝生会 在宅総合ケアセンター成城

・医療法人成島クリニック 訪問リハビリテーション糸車

・医療法人博仁会 志村大宮病院
・医療法人共和会 小倉リハビリテーション病院

南小倉デイケアセンター（フィットネスデイケア）

・医療法人鴻池会 介護老人保健施設鴻池荘

通所リハビリテーションセンター

・医療法人真正会通所リハビリテーション デイリビング

・社会医療法人慈薫会 介護老人保健施設大阪緑ヶ丘

・社会医療法人若弘会 介護老人保健施設 竜間之郷

・医療法人社団景翠会 介護老人保健施設 こもれび

14施設・事業所で業務改善を試行

介護保険法の理念として掲げられた「自立支援（＝高齢者一

人ひとりが、住み慣れた地域で、その能力に応じて自立した

日常生活を営むことができるように支援すること）」に向けた

サービスの質の向上を念頭に、そのための業務改善の方法を

考えます。

−実際にコンサルティングを実施した事業所の事例−−実際にコンサルティングを実施した事業所の事例−−実際にコンサルティングを実施した事業所の事例−
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④

⑤

　そのような中、初日に行われた大会長講演が一番の輝き
を放っていたと聴講した方がみな感じるほど素敵な内容でし
た。それは大会長の奥様である石川万佐子先生の歌と舞踊の
披露でした。石川万佐子先生は今から 10 年前に患った脳出
血に伴い、右片麻痺および失語症を患っておりました。それ
でも長い年月の苦労と努力の結晶が今回の歌と舞踊の披露に

繋がっていたと感じ、まさに希望を紡い
できたそのお姿に感銘と勇気を受けた内
容でした。実は今号の表紙を飾っている
壇上の絵画は、石川万佐子先生の作品な
のです。
　通所系サービス、特に通所リハビリテー
ションは、それまでの機能改善を中心と
したリハビリテーションに代わり、リハ
ビリテーションマネジメントという概念

をもとに、利用者の生活を支援し、『変化』 と 『彩り』 を与
えられるものと思っています。そのような中大会長の奥様が
伝えてくれたことは、その聴講者それぞれが強く“変化”と“彩
り”を鮮明に感じたのではないかと思います。自身の生活を
常に変えようとする利用者としての時に弱くそして強くなる
気持ち、またその気持ちを支え、かつ応えていこうとする仲
間の存在。一人ではできないが、宮崎ではそのようなデイケ

全国デイ・ケア研究大会 2019 in 宮崎全国デイ・ケア研究大会 2019 in 宮崎
イベント レポート

join join && learn learnjoin & learn

　今回のテーマは 『地域のひなたづくり』 ～希望を紡ぐ通所
サービスを目指して～として 7 月 12 日〜 13 日に開催され、
大勢の日頃通所サービスで様々な努力と工夫を凝らしている
方々が参加されました。大会長は宮崎県老人デイケア連絡協
議会会長であるいしかわ内科の石川智信院長。石川先生の「デ
イケアが地域包括ケアシステムの重要な役割を担うにあた
り、その多様性を活かして地域の 『ひなた』
になることを目指したい」 という想いに
応える形で、大田仁史先生（茨城県立健
康プラザ ） からの通所に対する熱いメッ
セージ、特別公演では厚生労働省老健局
の眞鍋肇老人保健課長からの“平成 30 年
度同時改定を終えてデイ・ケアに望むこ
と”、山口晴保認知症介護研究・研修東京
センター長からの認知症の方の通所での
対応など今後通所系サービスがさらに直面することへの提言
がありました。
　２日目はモーニングセミナー２セッション、特別公演Ⅲ、
教育講演１セッション、シンポジウム２セッションと盛り沢
山な中、2 日間通しての熱い想いを持つ各地の施設のスタッ
フの口述およびポスターセッションがあり、活気あふれる大
会となりました。

アがあることを強く感じ、自分の地域でも実践したいという
想いを馳せた大会となりました。
　今後デイケアの置かれる立ち位置は決して楽観できるもの
ではないと思いますが、デイケアで働くスタッフ一丸で利用
者に向き合い、末永く専門職による多職種協働を実践してい
くことが重要と感じました。

　元号が変わった今年、当協会においても、大きな変革の時
代へ入っていくこととなりました。日々デイケアへの想いを
全国で伝え、国の施策にも大きく影響を与えていただいてき
た中、今後その想いをもとに、近藤国嗣新会長に熱い力とリ
ハビリに対する想いをさらに加えた形で、全国デイ・ケア協
会が邁進していくことと感じた大会でした。

　厚生労働省が描く次のターゲットは 2040
年。人口の急激な減少が見込まれるが、後
期高齢者人口は上昇する。この高齢化の進
展に伴い、リハビリテーションを必要とす
る患者が増加することが想定され、リハは
急性期から生活期へ切れ目のない提供が求

められる。つまり、急性期を含めた医療と介護の連携がより
重要性を増すだろう。 
　時代とともに 「高齢者」 を定義する年齢に変化がみられる。
担い手が減少する社会において、人生 100 年時代を見据えた
元気な高齢者は貴重な社会資源であり、高齢者も働ける労働
環境や働き方の改革が社会全体として求められている。地域
包括ケアシステムは、まちづくりである。地域共生社会の理
念に基づき、すべての住民が地域社会へ参加できるような環
境づくりが望まれている。
　平成 30 年度改定において、科学的介護の一環として
VISIT が導入された。その他にも、CHASE や介護保険総合
データベースなどが運用され、診療報酬データとの連結も検
討されている。今後、住民の健康履歴より、医療・介護の適
切な介入の標準化や地域における社会資源の分析などが進む
ことも想定される。
　真鍋氏は上記に加え 「改定はメッセージである」 という。
そのメッセージの基盤は、社会保障・税一体改革大綱（平成
24 年度）、社会保障制度改革国民会議報告書（平成 25 年度）、
経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）に記されてい
ると話す。3 年毎の介護報酬改定だけでなく、長期的な視点
を持って社会の流れを捉えることが重要であると感じた。①石川智信大会長の挨拶。この後に暖かく、そして勇気を与えるサプライズ演出が会場の皆様の心を打った。②〜⑧モーニングセミナー、特別講演、シンポジウムなど           様々な多角的にデイケアを捉えることができる講演が目白押しだった。④は市民公

開講座で登壇した帖佐悦男宮崎大学医学部整形外科教授。重要な話を軽妙に伝え市民の皆さんは楽しみながら聴けたと大好評だった。⑨ JADC 理事として斉藤正身前会長          とともに長年協会を支えてきた井上崇氏も理事を勇退されたが、座長として参加。
⑩⑪⑫女性の “ 活動と参加 ” も大会を大いに盛り上げた。⑬大会を支えた事務局の皆様と⑭引き継ぐ人たち。次は倉敷！ ⑮石川大会長も積極的に活動と参加。モデル体験          としても登壇していた。

特別講演レポート特別講演レポート
平成３０年度同時改定を終えてデイ・ケアに望むこと
眞鍋 肇 厚生労働省老健局老人保健課長

特別講演レポート
平成３０年度同時改定を終えてデイ・ケアに望むこと
眞鍋 肇 厚生労働省老健局老人保健課長

『地域のひなたづくり』− 希望を紡ぐ通所サービス −。 南国宮崎に全国から同志が活動と参加。　　　あらためてデイケアへの想いを共有した二日間。

Report : Junji TARAjoin join && learn learnjoin & learn

Day Care Studies Convention 
全国研究大会とリハ・ケア大会
　JADC が主催する大会は、JADC が単独で開催する“全国
デイ・ケア研究大会”、そして、JADC と日本リハビリテーショ
ン病院・施設協会、回復期リハビリテーション病棟協会、日本
訪問リハビリテーション協会、全国地域リハビリテーション研
究会、全国地域リハビリテーション支援事業連絡協議会の５団
体とともに主催される“リハビリテーション・ケア合同研究大会”
が毎年開催されてきました。JADCの前身である全国老人デイ・
ケア連絡協議会が 1994 年に北九州市でその第一歩を示して
から、今回で 40 回目を数えたことになります。
　第 30 回から少し振り返ってみるだけでも、埼玉、長崎、
広島、兵庫、千葉、茨城、熊本、福岡、茨城、鳥取と全国
各地で展開され、延べ約 13,000 人もの参加者が参加してい
ます。参加者は増加傾向にあり、より質の高いデイケアの
あり方を皆で共有していく場となっていると言えます。次
回は金沢。より多くの仲間たちが集うことに期待です。

re;re;re;

⑫
①

② ③

⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
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JADC EVENT
SCHEDULE

開催日 大会名 開催地 会場

11/8 通所リハビリテーション計画　立案・実践研修会 東 京 TKP 東京駅八重洲カンファレンスセンター　

11/21 〜 22 リハビリテーション・ケア合同研究大会 金沢 2019 石 川 石川県立音楽堂 / ホテル金沢ほか

12/21 リハマネジメント研修会 福 岡 ACU 博多

12/22 様態別プログラム研修会 福 岡 ACU 博多

2/7 通所リハビリテーション計画　立案・実践研修会 大 阪 新大阪丸ビル 509

３月中 第 7 回 デイ・ケアスキルアップセミナー	 東 京 未定

2019 年度 JADC 下半期開催予定

よりよいデイケアの世界を皆様とともに創出していくべく、JADC では様々な研修会を開催し、皆さん
と知識、情報を共有してきました。また参加することで刺激しあえる仲間が増えていくのがいいのです。。。。

Pick
Up!

JADC シンポジウム

　今回の　 は、やはりリハビリテーション・ケア合同研
究大会。６団体が合同で主催するこのイベントは、リハビリ
テーション・ケアをあらゆる職種の方々が全方位的に研究し
たことが報告され、参加者はモチベーションの塊となって自
身の所属先に持ち帰ること必至です。その規模は毎回 2,000
名。テーマは、“響生 ～チームで奏でる保健・医療・福祉のハー
モニー～”。勝木保夫大会長は 「年齢や性別、病気や障害な
どを問わず、全ての人が互いの個性を尊重し、当たり前に支
え合い、分かち合う共生社会の実現について考えることを目
的としております。そして、希望とやさしさにあふれた未来
を築くべく、私たちも含めた一人ひとりが響き合い、充実し
た暮らしを再建・創造・増進していけることを願いとしてい
ます」 と話されます。まさにハーモニーな大会になりそうで
す。開催が金沢というのも魅力的な大会です。

リハビリテーション・ケア合同研究大会 金沢 2019
Rehabilitation Care Joint Study Conference in KANAZAWA

会　期
2019 年 11 月 21 日 ( 木 )~22 日 ( 金 )
会　場
石川県立音楽堂、ホテル金沢ほか
大会長	
勝木 保夫（特定医療法人社団勝木会 理事長）
実行委員長
池永　康規 （ やわたメディカルセンター）
大会事務局
やわたメディカルセンター 担当：川口 豊和
〒 923-8551 石川県小松市八幡イ 12 − 7
TEL：0761(47)1827　FAX：0761(47)1941
E-mail：rehacare2019@katsuki-g.com
運営事務局

（株）オトムラ
〒 920-0059 石川県金沢市畝田西４− 63
TEL：076(268)3737　FAX：076(268)0212
E-mail：rc2019@otomura.co.jp

Pick
Up!

Pick
Up!

リハビリテーション・ケア合同研究大会 金沢 2019・主催団体シンポジウム

　地域包括ケアの中核を担う通所リハビリテーション（以
下、通所リハ）は、リハビリテーションマネジメントを通
して、ひとり一人の利用者に対する最適なサービスを提
供するため、各現場では多職種がチームで協働すること
が求められています。一方、通所リハは限られた人員に
よる運営の中、担当医の診察やリハビリテーション会議、
居宅訪問などが要件に定められ、加えて医療処置や管理、
送迎や食事・入浴サービス等々、提供内容は多岐に及ん
でいます。さらに多くの書類作成が必要とされ、現場で
はこれらを漏れなく行うことに忙殺されるため、生産性
の向上（業務改善）は喫緊の課題であると言えます。

　つまり、サービスの上位目標である 「自立に向けたサー
ビスの質の向上」 を目指すためにも、業務の 「ムリ・ムダ・
ムラ」 を無くし、実質的負担や負担感を軽減させること
が重要になります。
　当会では昨年度厚生労働省の研究事業である「介護サー
ビスにおける生産性向上に資するガイドライン」 の作成
に携わり、介護サービスの質の向上に向けた業務改善の
手引きが完成しました。そこで本シンポジウムでは、こ
の研究事業に参加した 3 施設の実践をとおして、通所リ
ハにおける業務改善について討論します。多くの方のご
参加をお待ちしております。

　福岡県八女市の老人保健施設、通所
リハビリテーションよりセラピスト 2 名
介護福祉士 2 名の計 4 名で初めて参加さ
せていただきました。今回の研修に参加
し、安定した家庭生活の継続・チームで
のサービスの提供・利用者のニーズを理

解し、目標設定と評価をする、理念と目的を明確にすること
の必要性を実感しました。
　そのために必要なことは 「連携」 と 「協働」 で同じ目標に
向かって介護士・セラピスト・ドクター・ナース・栄養・ケ
アマネジャー等の各職種と情報を共有し 「他職種協同」 の必
要性を学びました。岡野英樹氏の講義を受けて通所リハビリ

＠ 通所リハビリテーション計画 立案・実践研修会

に求められていることをしっかり理解することができ、自分
の施設に必要なことは何かを考えることができました。
　当施設では、通所リハ計画書は 100％セラピストに任せて
いる状態です。ケアマネジャーが作成したケアプランをもと
に、ご本人様・ご家族様の希望に沿えるよう介護福祉士とし
ての専門職の視点から、目標や課題に必要な情報を提供し、
達成に向けた支援が出来るよう、今後はセラピストと連携・
協働しながら、明日からの業務に活かしたいと思います。
　とても分かりやすい講義をしていただき、ありがとうござ
いました。

医療法人社団慶仁会 介護老人保健施設 ビハーラ香風
介護福祉士 梅野 亜矢子

 活動と参加してみた！ 
他職種協働の必要性を改めて学び、今後の業務に活かしていく。

 活動と参加してみた！ 

　今回のデイケア大会ではＩ
ＣＦの参加レベルへの支援・
卒業についての発表が多く、
鴻池荘が目指す方向との一致
に安心を得ながら、改めてご

利用者一人ひとりとの目指す方向・目標の一致が重要である
ことを教えていただきました。
　また、参加レベルへの支援にあたって、特別講演で登壇い
ただいた太田先生より、活動プログラム→集団プログラム→
参加プログラムの段階付けが示され、また集団プログラムの
効果として 「自己洞察の深化」 「社会適応技術の習得」 「対人

通所リハの強みをいかに意図的なプログラムとして位置づけられるか。

関係の学習」 を提唱されていたことが印象に残りました。
リハビリ専門職として利用者に個別で向き合いながら、参加
レベルへの目標に辿り着けない経験を繰り返す中で、施設と
して参加レベルへの支援に通所リハの強みである 「集団」 を
いかに意図的なプログラムとして位置づけられるか、改めて
考え直す必要性を学びました。
通所リハが今回の学会のテーマでもあった、地域での 「ひな
た」 のような存在なり得るよう、励んでいきたいと思います。

＠ 全国デイ・ケア研究大会 2019 in 宮崎

　近年、診療報酬・介護報酬の改定に
より地域包括ケアシステムが提唱され、
リハビリテーションの場が地域へとシ
フトしてきている。そのため事業所完
結型のサービスではなく、事業所から
地域へつなげる・地域資源と利用者を

つなげるサービスが求められるようになった。求められる活
動や役割が拡大し、社会には多様なサービスが生まれ、デイ
ケアという領域の強み・特色を打ち出していくことが必要な
時代へと変化してきた。
　今回の研究大会は多様化するニーズやサービスの中で、デ
イケアとしての本質や進むべき・あるべき姿を確認できる機

会となった。利用者の言葉や想いを成就するという熱い思い
を持った取り組みや工夫など会員施設の職員様が発表される
なか、当事業所職員全体としてまだまだ利用者を想い、取り
組めることがあることに改めて考えさせていただいた講演や
発表ばかりであった。
　初心に立ちかえり、利用者の笑顔のために。利用者の自立
を支援したい。その想いを全職員で共有し、デイケアのある
べき姿を目指して利用者・職員の笑顔あふれる施設創りに取
り組んでいきたい。

 一般財団法人弘潤会 シルバーケア野崎
理学療法士 吉田 暁生

 活動と参加してみた！ 
時代の変化の中で、デイケアとしての本質や進むべき・あるべき姿を確認。

＠ 全国デイ・ケア研究大会 2019 in 宮崎

医療法人鴻池会 介護老人保健施設 鴻池荘
作業療法士 山本 江吏子

join join && learn learnjoin & learn

join join && learn learnjoin & learn

join join && learn learnjoin & learn

Attention
Please

毎号、全国各地から様々なイベントに参加した方々の声をお届けしている“活動と参加してみた”。
今回は３名のご登場です。自身で受けた刺激を自身の施設でフィードバックに期待しています。

活 動

参 加 
×



https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

http://www.oyumino-naika.jp/

医療法人社団　淳英会

meet our friendmeet our friend  meet our friend 

利用者に 「より良く」 をモットーに、通所リハビリテーションを提供

〒 266-0014　千葉県千葉市緑区大金沢町 364-1

　当法人は千葉県千葉市緑区に
おいて、急性期から生活期、さ
らには在宅療養期にいたるどの
ような状態の方も 「ワンストッ
プで対応」 できる体制を構築す
るべく、千葉県千葉市緑区版の
IHN（統合ヘルスケアネットワーク）構想を推進しています。
その中で地域包括ケアシステムの中核機能を担うべく、「お
ゆみの診療所」 では、通所リハビリテーション事業を積極
的に進めており、ニーズに合わせた１日７コース（１時間
以上２時間未満：４コース、３時間以上４時間未満：２コー
ス、６時間以上７時間未満：１コース）の多様な受け入れ
体制を整え、利用者の自立支援を段階的に進めています。

「自立支援」 を方針とした軽度者と中重度者への関り
　当事業所では契約時に相談員とセラピストが利用者宅
を訪問し、利用者、家族、ケアマネジャー、居宅サービ
ス計画に位置付けた関係事業者等が一同に会する中で、
サービス担当者会議と合わせてリハビリテーション会議
を実施しています。その際に利用者の ADL・IADL・生
活 （ 家屋 ） 環境等の評価並びに問題点を明確化し、目標
設定および課題の早期解決に向けた居宅指導を行ってい
ます。また、ICF に基づき、利用者全員に継続的にリハ
ビリテーションマネジメントを行い、目標達成に向け、
セラピストを含めた多職種で利用者に関わっています。
　軽度者であれば通所リハビリテーションの卒業を目標
とし、卒業後も途切れのないリハビリテーションを提供
できるよう、地域の通いの場の提案も行っています。中
重度者であれば、１日を通したリハビリテーションの提
供と介護者の負担軽減に向けた介助指導、それらの進捗
の共有と新たな提案の場として、リハビリテーション会
議を定期的に行うなど、専門職が主導となり連携を取る
ことで在宅生活を支えていけるように関わっています。
　利用者に 「より良く」 をモットーとして 「自立支援」
を通所リハビリテーションで提供できるよう、事業所内
のみだけではなく、積極的に家族やケアマネジャー、関
係事業者等に当事業所より情報共有することで、地域で
利用者を支える要となれるように取り組んでいます。

会員施設会員施設
自己紹介自己紹介
会員施設
自己紹介

おゆみの診療所

①床上動作。②家族指導。
③外出訓練。

緑区

市原市（一部）

中央区
（一部）

若葉区
（一部）

１階事業所

２階事業所

　日本は今後、世界でも例のない超高齢社会に踏み込んでい
くことは、もはやここで取り上げるような話ではない。様々
な研究や検証のもと、我々はそれを避けることは最早できな
いし、受け入れるしかない。もち
ろんそれは手をこまねいて甘んじ
て…、という意味ではなく、その
ような状況だからこそ、何ができ
るのかを考えなければならない。
それに加えて少子化となれば、担
い手がいないことも拍車をかけ、
生産性の向上が喫緊の課題である
ことも、今さら話すことでもない。
　ふと考える。高齢化するのは、
私達が業務で目にする人たちだけ
ではない。これも当たり前のこと
だが、あらゆるところに高齢化の
波は押し寄せている。例えば刑務
所。一般的に生活していれば、縁
の無い場所だが、受刑者の高齢化
も著しいという。刑務所内で行わ
れる介護とはいったいどのような
ものなのだろう。私には想像もつ
かない。これは一例として刑務所
を挙げたのだけれど、今後この社
会の中であらゆる場所で高齢化が
進んでいるということであって、
我々が業務で目にしている高齢者
は一部でしかない。しかしすべて
が社会の一部であることも間違い
ない。受刑者であろうが元気高齢
者であろうが、大げさかもしれな
いが高齢者ということには変わり
はない。
　「専門」 という言葉は非常に便
利で、得意なことは率先し、逆にそうではないものには 「専
門外」 という言葉を使うことも許容される。我々 「専門職」

を当てはめてみると、専門外はあるのだろうが、その場面に
なると「連携」と言った表現を使ったりする。さらには「専門」
と 「専門」 を繋ぐための 「専門家」 が存在していたり…。

　そうなると様々な 「専門」 の間
には、壁か溝があるということな
のだろう。例えば医療と介護だっ
たり、その間に連携が必要だ！ と
声高に言う人や、その隔たりや専
門性に名前を付けては不具合の原
因の存在を明らかにして商売にし
ようとする人たちも出てくる。私
はそれを悪いことだとは思わない
が、「専門」 という言葉を何かと隠
れ蓑や言い訳にすることには些か
斜めに見てしまう。
　とある作業療法士の話で、認
知症の利用者を近所の認知症カ
フェに参加させるために同行した
のだというが、その時に、自らを
作業療法士や介護に関わる専門職
であることを名乗らず伏せて同行
したという。なぜそのようにした
かと問うた時に返答は 「資格や職
種を名乗ることで、自ら安全地帯
を作ってそこから発言するようで
は、結局壁を自ら作ってるのは私
達。地域住民に受け入れられるた
めに自分も地域住民として参加し
たい」 と。
　人と人の関りである以上、壁を
取り払うには、まずはそれを見て、
気が付いた人が一歩踏み出すのが
一番手っ取り早い。

JADC 理事 土井勝幸
介護老人保健施設せんだんの丘施設長

コ ラ ムコ ラ ム
深層海流深層海流真 相真 相

高齢化。専門家。壁。



一般社団法人 全国デイ・ケア協会

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒 101- 0035 東京都千代田区神田紺屋町 14 番地千代田寿ビル３階 303 号室

TEL：03（5207）2710　FAX：03（5207）2711
E-mail：info@day-care.jp

 協会認定制度のご案内

　当協会では、研修体制の整備とともに認定のあり方について検討を重ね、平成 25 年度より協会認定制度を開始いた
しました。通所系サービス ( 通所介護・通所リハビリ等 ) の質の向上、利用者の自立支援、地域住民の自助・互助活動
への支援を行い、地域リハビリテーションの普及・啓発を促すことを目的に、管理者及び事業所を対象とした協会認定
制度を創設いたしました。
　認定管理者とは、「通所系サービスの中心的な役割を担う者として、必要な専門知識・経験・技術を有することを認
められた者」 としました。
　認定事業所とは、「事業所として満たすべき基準をはじめ、取り組みや特色・方針が認められた施設」 としました。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は 1994（平成６）年、全国のデイ ･ ケアを
提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会提供を目的とし開設、20 年
にわたり活動を続けて参りました。
　近年、通所系サービスの役割は急速に高まり、介護予防・認知症疾患・重介護者等、様々な対象
者層へのリハ・ケアの提供が求められるようになってきました。
　制度的には多くの課題を抱える中、運営の適正化と質の向上、関係機関との連携、住民への啓発
等をより公的な立場で取り組んで参ります。地域包括ケアシステムの構築が推進される中、病気や
障害のある人たちが尊厳をもってその人らしく生きていくことの出来る社会を目指し、通所系サー
ビスの組織としてその活動に取り組んでいく次第です。

介護、デイ · ケアサービスの追求
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　令和元年台風 19 号による台風被害に際し、被害を受けた会員施設並びに職員の皆様におかれまして、心よりお見舞い申し
上げますとともに、被災地の一刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　今年度は『令和』という新元号となった年、全国デイ・ケア協会においても新会長が就任することとなりました。今回の

『message』では斉藤前会長の会長を続けてきた中での長年の想いと、それを受けての近藤新会長の今後の新会長としての想
いが掲載されております。

『デイケア』という言葉が持つ意味の深さを感じながら、地域に必要となる多機能・多目的な『通所リハビリテーション』を
創るサポートができるよう、当協会としても会員施設にとって必要な情報を提供し続けたい所存であります。
　新体制となり不手際もあるとは思いますが、新しい全国デイ・ケア協会に今後もご注目いただければと思います。
よろしくお願い致します。 多良 淳二（JADC 理事）

介護老人保健施設イマジン リハビリ科 係長


